
私たちの医療理念

人権をまもり、健康なくらしに役立つ医療を地域とともにつくります。

人を人として尊重し、地域包括ケア時代に輝く急性期病院になる

～病院のリニューアルを成功させる（準備する）～

私たちが目指すもの（基本方針）

 

 日制定

理念に基づく行動
　◆医療が保障される社会づくり
　　＊個人が尊重され、社会的不平等のない医療・福祉制度の実現をめざします。
　　＊最大の環境破壊である戦争に反対し、平和と環境をまもります。
　◆私たちの医療の目的と姿勢
　　＊すべての人々が、健康に生き、尊厳をもって療養できるよう支援します。
　　＊利用者によりそい、自律を育み、安全・安心で最適な医療・介護を行います。
　◆医療従事者としての成長
　　＊科学的視点と高い倫理観をもち、医学の成果と社会の進歩に学びます。
　　＊地域のなかで、育ちあう喜びとやりがいを感じられる職員に成長します。

　① 救急医療・がん医療を軸に急性期病院としての医療機能と質を高める。
　② 総合性と専門性を備えた医療専門職が集い、育つ病院となる。
　③ ヘルスリテラシーを高める活動とともに、健康の社会的決定要因（SDH）の視点を日常診療にいかした

生活支援を行う。
つのセンターを中心に、各医療チームの活動が発展する組織運営を行う。
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　新型コロナと全面的に対峙した １ 年でした。
　202１年春の第 ４ 波では関西地区を中心に、夏の第 ５ 波は日本中で感染が拡大しました。
その中で、医療に届かず自宅で亡くなる事例が発生し、全国に衝撃が走りました。これ以
降、日本中でこうした悲劇が繰り返され、病気になったら医療機関にかかる、という本来
当たり前のことが、いよいよ日本でも不可能になってきたという認識が拡がりました。こ
の傾向は2022年 １ 月からの第 ６ 波、続く第 ７ 波で更に強く現れました。戦後の日本が大切
に育て、他国からもその手本として尊敬を集めて来た国民皆保険制度による医療へのアク
セス保障が、脆くも崩れ去ったと感じます。

　オミクロン株による第 ６ ～ ７ 波の感染拡大は、それまでの規模を遥かに超えるすさまじ
いもので、用意した感染者用病床は連日満床でオーバーすることも珍しくありませんでし
た。そして、発熱外来はまさに修羅場でした。
　発熱外来受診を希望する方々が、早朝から正面玄関前に長蛇の列をつくり、最長時は約
１00m 離れた「ふれあい会館」にまで届く程でした。「レストラン虹の森」を休業して待合
室として使用しましたが、あっという間に満杯となり、多くの方がそのまま外に並び続け
るという状況が連日続きました。 １ 日に対応出来る数にも限りがあり、朝の段階で、列の
途中で人数を切らせて頂くという措置を取らざるを得なくなりました。診察は救急車搬入
口前の ３ つのプレハブで行い、数種類の定番処方を用意して投薬を簡素化しました。連日
１５0～200の PCR（or 抗原定量）検査を行い、最高時は７0～80％の陽性率となりました。
夕方からは、多くの医師と事務スタッフを動員して、発生届けと電話での結果返しを行い
ました。
　入り口での検温、発熱者の誘導、診察、検体採取、発生届け、結果説明など、発熱外来
だけでも膨大な仕事が連日発生しました。この仕事を担当する特別な部署がある筈もなく、
ほぼ全ての職場に職員の動員をお願いしました。初期研修医も検体採取をはじめ診療に深
く関わって貰い、結果返しでは多くの科の医師が通常の仕事の合間を縫って協力してくれ
ました。まさに「オール協同病院」で取り組んだという実感です。あらためて、すべての
職員に感謝と敬意を表したいと思います。

　第 ５ 波の最中に、東京オリンピックパラリンピックが強行開催され、多くの課題を残し、
終了後 １ 年経った現在でも、開催に纏わる数々の汚職が発覚しています。

2021年　年報　巻頭言

院長　増田　剛
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　東京五輪閉会式の前日、私はアメリカのあるラジオ局の取材を受け、非常に的確な質問
を受けました。ひとつは、濃厚接触者の扱いなどで医療現場とオリンピック関連で基準が
異なるが困らないのか？　もうひとつは、オリンピック関連で相当の医療資源が投入され
ているが医療現場に影響はないのか？　という質問です。どちらも日本のニュースでの扱
いは些少でしたが、医療現場にはかなりの影響があったものです。本質を突いたその記者
の姿勢には本当に感心しました。
　この 2 点について事実どうであったか。前者では、当時は医療スタッフでも濃厚接触者
と認定されれば 2 週間の就業制限がありましたが、アスリートの場合は当日の検査が陰性
なら接触競技でも出場可能でした。スタッフ不足で汲々としていた病院にとってこの「特
別扱い」は到底納得出来るものではありませんでした。後者については、2022年 ６ 月に「東
京2020」組織委員会が出した報告書の中で、オリパラ関係で行った PCR 検査の総数

（202１.７.１～9.8：１,0１４,１７0件）が同時期の東京都内のそれ（9３５,9３７件）を上回っていた
ことが明らかになりました。当時懸念していたことが事実として確認された訳です。終わ
ってしまったからもういい、と割り切れるものではありません。
　開催準備期間に問題になったジェンダーや多様性を巡る諸問題と併せて、「事実」とし
て記録を残し、しっかりと検証を行い、痛切な教訓として今後に活かされなければなりま
せん。

　2022年 2 月2４日から始まったロシアによるウクライナ侵略戦争は、コロナ禍で傷んでい
る世界に更なる痛打を浴びせる大問題となりました。既に大量の武器が NATO・アメリカ
からウクライナに供与されており、代理戦争的な様相にもなっています。そんな中、多く
のウクライナ人とロシア兵が連日いのちを落としています。
　学校や教会、病院、駅もが爆撃され、無辜の市民が多数殺されました。中には拷問、強
姦、虐殺の類も多数報告されています。ひとつの死に伴って、新たな悲しみと憎しみが生
まれます。その感情は一生消えることはありません。
　世界中がこの現実に慣らされてしまうことを、私たちは拒否しなければなりません。い
のちと健康を守ることに邁進している医療者として、どんな形であれ、一日も早い停戦が
実現することを願って止みません。

　世界の他の地域でも多くの紛争や人権侵害が続いています。こうした憎悪と暴力の連鎖
を再生産する現状から脱却する術を、人類は模索しなければなりません。国家観や政治制
度の違いを認め合いながら、軍事ブロックによる緊張関係を、国連憲章と人権の視点で根
本から見直すことが必要なのだと感じます。
　私たちが日々実践する医療や介護の仕事は、平和であってこそ本来の価値を示すことが
出来るものです。戦争を起こさせないという事を、病院の第一義的目標として掲げ続ける
意義は大きいと強く思います。
　加えて、ウクライナ問題を利用して軍事費を大幅に増やすような動きに対しては、断固
阻止の態度で臨むことが必要です。軍拡の財源として社会保障費が狙われることは火を見
るより明らかです。

　いのち第一の視点で、平和や経済の課題に対しても積極的に発言していく、そんな病院
で在り続けたいと思います。叱咤激励を宜しくお願いします。
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